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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成22年8月12日(2010.8.12)

【公開番号】特開2009-47660(P2009-47660A)
【公開日】平成21年3月5日(2009.3.5)
【年通号数】公開・登録公報2009-009
【出願番号】特願2007-216515(P2007-216515)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｓ  17/10     (2006.01)
   Ｇ０１Ｃ   3/06     (2006.01)
   Ｇ０１Ｃ   3/08     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  27/146    (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   7/28     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  31/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｓ  17/10    　　　　
   Ｇ０１Ｃ   3/06    １２０Ｑ
   Ｇ０１Ｃ   3/06    １４０　
   Ｇ０１Ｃ   3/08    　　　　
   Ｈ０１Ｌ  27/14    　　　Ａ
   Ｇ０２Ｂ   7/11    　　　Ｇ
   Ｇ０２Ｂ   7/11    　　　Ｎ
   Ｈ０１Ｌ  31/10    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成22年6月29日(2010.6.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　変調した光を対象物に照射し、当該対象物で反射された光の入射に応答して発生したキ
ャリアを時分割で振り分け、振り分けられたキャリアの電荷量に基づいて、前記対象物ま
での距離を求める測距装置において、
　前記振り分けられたキャリアをそれぞれ蓄積する複数のキャパシタと、
　前記キャパシタに蓄積されたキャリアの電荷量に対応する値のいずれかが、閾値を超え
たかどうかを判定する判定手段と、
　前記キャパシタに蓄積されたキャリアの電荷量に対応する値のいずれかが、閾値を超え
た旨を、前記判定手段が示す場合には、それぞれの前記キャパシタの蓄積電荷量を前記キ
ャパシタへの電荷注入によって減少させる接続手段と、を備える、
ことを特徴とする測距装置。
【請求項２】
　前記接続手段は、一定電位とそれぞれの前記キャパシタの入力側端子をそれぞれ接続す
る複数のスイッチを有し、
　判定手段は、それぞれの前記キャパシタの出力側の電位が基準値を超えた場合に、一端
の節点電位が変動する比較手段を有し、
　前記節点電位の変動に応じて、複数の前記スイッチがＯＮする、
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ことを特徴とする請求項１に記載の測距装置。
【請求項３】
　前記接続手段は、一定電位とそれぞれの前記キャパシタの入力側端子をそれぞれ接続す
る複数のスイッチを有し、
　判定手段は、それぞれの前記キャパシタの入力側端子に、それぞれの制御端子が接続さ
れた複数のトランジスタを有し、
　それぞれの前記キャパシタの入力側端子と前記トランジスタの一端との間の電圧が、前
記トランジスタの動作閾値を超えた場合に、前記トランジスタが導通し、前記トランジス
タの一端の節点電位が変動し、
　前記節点電位の変動に応じて、複数の前記スイッチがＯＮする、
ことを特徴とする請求項１に記載の測距装置。
【請求項４】
　それぞれの前記キャパシタは、前記対象物からの反射された光が入射する半導体基板内
に形成されている、
ことを特徴とする請求項３に記載の測距装置。
【請求項５】
　それぞれの前記キャパシタの入力側端子がそれぞれ接続された制御端子を有する複数の
出力トランジスタを備え、
　それぞれの前記出力トランジスタから、それぞれの前記キャパシタに蓄積された電荷量
が読み出され、
　前記出力トランジスタは、前記半導体基板内に形成されている、
ことを特徴とする請求項４に記載の測距装置。
【請求項６】
　前記比較手段は、それぞれのキャパシタの出力間に接続された複数の分圧抵抗を有し、
　前記分圧抵抗の抵抗接続点の電位が前記基準値を超えた場合に、前記一端の節点電位が
変動する、
ことを特徴とする請求項２に記載の測距装置。
【請求項７】
　複数の前記スイッチと、それぞれの前記キャパシタの入力側端子との間に介在するスイ
ッチ交換手段を更に備え、
　前記スイッチをＯＮする期間は、第１期間及び第２期間を含み、
　前記スイッチ交換手段は、
　第１期間では、
　第１の前記スイッチと第１の前記キャパシタを接続し、
　第２の前記スイッチと第２の前記キャパシタを接続し、
　第２期間では、
　第１の前記スイッチと第２の前記キャパシタを接続し、
　第２の前記スイッチと第１の前記キャパシタを接続する、
ことを特徴とする請求項２乃至６のいずれか１項に記載の測距装置。 
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上述の課題を解決するため、本発明に係る測距装置は、変調した光を対象物に照射し、
当該対象物で反射された光の入射に応答して発生したキャリアを時分割で振り分け、振り
分けられたキャリアの電荷量に基づいて、対象物までの距離を求める測距装置において、
振り分けられたキャリアをそれぞれ蓄積する複数のキャパシタと、キャパシタに蓄積され
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たキャリアの電荷量に対応する値のいずれかが、閾値を超えたかどうかを判定する判定手
段と、キャパシタに蓄積されたキャリアの電荷量に対応する値のいずれかが、閾値を超え
た旨を、判定手段が示す場合には、それぞれのキャパシタの蓄積電荷量を前記キャパシタ
への電荷注入によって減少させる接続手段と、を備えることを特徴とする。 
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